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救命手当の手順

ＡＥＤは、成人（約８歳以上）
はもとより、小児（約１歳以
上約８歳未満）にも使用でき
ます。この場合、ＡＥＤの「小
児キー」を差し込み「小児モ
ード」にするなどの方法があ
ります。１歳未満の乳児に対
しては、ＡＥＤは使用できま
せん。

▲救急車を要請する

▲胸骨圧迫と人工呼吸
　を３０：２で行う

▲頭部を後ろにのけぞら
　せて、あご先を上げる

◀倒れている人の口
をあなたの口で覆
い、頭部の手で鼻
をつまむ

●２分経ったらＡＥＤの音
声メッセージに従う
●以降は心電図解析、電気
ショック、心肺蘇生法の
再開、の手順を２分おき
に繰り返す

▲ネックレスや貼り薬は
　除去する

▲胸の真ん中に片手の手の付け
根を置き、他方の手をその上
に重ね、胸骨圧迫を 30回行う

▲ただちに胸骨圧迫と人工
　呼吸を３０：２で行う

▲誰も傷病者に触れてい
ないことを確認し、シ
ョックボタンを押す

▲誰も傷病者に
　触れていないことを確認する

▲肩をたたいて呼びかける

❶反応を確認する ❷

❺

12

❽
❻

❼心肺蘇生法の実施

ＡＥＤの電源を入れ
電極パッドを
傷病者の胸に貼る

ＡＥＤの手順と
心肺蘇生の繰り返し

11心肺蘇生を再開

10電気ショック
❾心電図の解析

反応がなければ
119番通報をする
ＡＥＤを持ってきてもらう

普段どおりの息をしていなければ

２回息を吹き込む
2回の人工呼吸が終わったら
あるいは、省略することにしたら

胸骨圧迫
（強く、速く、絶え間なく）

❸気道の確保と
❹呼吸の確認

穂高消防署で開かれた上級
救命講習会（2/20）。この
日は 18 人が参加。参加者
の一人、岡村豊さん（豊科）
は、「実際にやってみるのと、
見ているのとでは違った。
家族にも内容を紹介したい」
と話してくれました。

ケースを開いた状態の AED。いくつかの機種がありますが、いず
れも音声メッセージに従って操作します。


